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科 目 名 経営情報研究演習Ⅰ 担当教員：金城 亮 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：a.kinjo@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1203 科目名(英語) Seminar in Management and Information 

SciencesⅠ 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 通年 2 研 314     火曜 4 限・木曜 2 限 
 １．授業の概要 
   本演習は産業・組織心理学分野の研究活動を行う演習である。修士論文執筆に備えて関連研究等の幅広い

リサーチを行い、理論的枠組みの強化をはかる。同時に、修士論文研究に使用する妥当性・信頼性の高い調

査尺度や実験課題等の収集／開発を行うために、予備的なデータ収集を実施する。さらに、種々の統計分析

手法に関する理解を深めることを目的とする。 
 
２．到達目標 
   修士論文執筆に向けて、妥当性・信頼性の高い調査尺度や実験課題等の収集／開発を行いつつ予備的な 
       データ収集を実施する。さらに SPSS 等の統計分析アプリを研究目的に沿って使いこなせるようになる。 
 
３．授業の計画と内容 
 

第 １ 週  オリエンテーション           第１６週  予備調査／実験データの収集① 
第 ２ 週  研究テーマ・仮説設定          第１７週  予備調査／実験データの収集② 
第 ３ 週  研究テーマ・仮説設定          第１８週  予備調査／実験データの収集③ 
第 ４ 週  課題関連研究の文献検索①        第１９週  予備調査／実験データの収集④ 
第 ５ 週  課題関連研究の文献検索②        第２０週  データ入力・集計① 
第 ６ 週  課題関連研究の文献講読①        第２１週  データ入力・集計② 
第 ７ 週  課題関連研究の文献講読②        第２２週  統計分析① 
第 ８ 週  統計分析の基礎知識           第２３週  統計分析② 
第 ９ 週  統計分析ソフト：ＳＰＳＳの使用法①   第２４週  図表作成① 
第１０週  統計分析ソフト：ＳＰＳＳの使用法②   第２５週  図表作成② 
第１１週  尺度／実験課題の検討①         第２６週  結果の解釈・考察① 
第１２週  尺度／実験課題の検討②         第２７週  結果の解釈・考察② 
第１３週  研究計画の策定①             第２８週  研究レポート作成① 
第１４週  研究計画の策定②             第２９週  研究レポート作成② 
第１５週  研究計画の策定③             第３０週  研究成果報告 

 
４．テキスト・参考文献 
  【テキスト】 
   研究テーマに応じて適宜指定 

【参考文献】 
   研究領域に応じて適宜指定 
 
５．準備学習 
   自身の研究テーマに沿った先行研究の収集、講読を十分に行うこと。 
 
６．成績評価の方法 
   ①演習における活動状況：  ３０点 
   ②研究報告書等提出物：    ７０点 
             計           １００点 
 
７．履修の条件：  
   ・学群／学部における心理学関連科目の単位を履修済みであることが望ましい。 
   ・学群／学部において心理学分野の卒業研究論文を執筆済みであることが望ましい。 
 
８．その他 
   演習生には、受動的な研究姿勢に留まることなく、自らの問題意識、研究テーマの解明に向けて主体的・ 
       積極的に取り組んでいただきたい。 
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科 目 名 経営情報研究演習Ⅰ 担当教員：仲尾次 洋子 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：y.nakaoji@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1093 科目名(英語) Seminar in Management and Information sciences Ⅰ 

単位数 受講年次 開講学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 通年 若干人 研 302 火 1 限 ・金 1 限 

 
１．講義内容 
   本演習では、会計分野（財務会計や国際会計）における文献研究を行うとともに、修士論文の作成

方法を修得する。 
 
２．到達目標 

修士論文のテーマに関する先行研究サーベイや論点管理がしっかりできていること。 
 
３．講義予定 

前学期                    後学期   
 

第 １ 週  オリエンテーション         第 １ 週   研究進捗確認     
第 ２ 週  卒業研究の紹介           第 ２ 週   論文作成 
第 ３ 週  文献収集              第 ３ 週     〃 
第 ４ 週  先行研究サーベイ          第 ４ 週     〃  
第 ５ 週    〃               第 ５ 週   研究計画発表会 
第 ６ 週    〃               第 ６ 週   論文作成 
第 ７ 週    〃               第 ７ 週     〃 
第 ８ 週    〃               第 ８ 週     〃 
第 ９ 週  論点整理              第 ９ 週     〃 
第１０週    〃               第１０週   論文添削指導 
第１１週  問題設定              第１１週     〃  
第１２週  研究計画              第１２週     〃 
第１３週  論文作成              第１３週     〃 
第１４週    〃               第１４週     〃 
第１５週  前学期総括             第１５週   後学期総括 

 
４．テキスト・参考文献 
   適宜指示する。  
 
５．準備学習  
   適宜課題を課す。 
 
６．成績評価方法 
      活動状況  40 点 
   研究成果  60 点 
      計 100 点 
 
７．履修の条件 
   簿記の基本的なスキルを有すること。 
 
８．その他 
   特になし。 
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科 目 名 経営情報研究演習Ⅰ 担当教員：中里 収 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：s.nakazato@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1206 科目名(英語) Seminar in Management and Information 

Sciences Ⅰ 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 1 通年 2 研 312 
月曜日・金曜日 
3 限 (13:00 ~ 14:30) 

 
１．授業の概要 

本演習では、音声対話・表情・ジェスチャーといったコミュニケーションに関する現象を扱う。 
   前半は主に文献研究や発表練習を行う。 

   後半はシステム設計，プログラミング技法、システム評価などについて演習する。 

 

２．到達目標 
コミュニケーションシステムの開発を題材にして，実験計画、データ分析、プログラミング技法お

よびプレゼンテーション方法を習得する。 

 
３．授業の計画と内容 

前学期  後学期  
第１週 オリエンテーション  第１週 回研究計画 
第２週 文献検索方法  第２週 システム設計法 
第３週 〃 第３週 〃 
第４週 文献研究・論文講読 第４週 プログラミング方法 
第５週 〃 第５週 〃 

第６週 〃 第６週 〃 

第７週 〃 第７週 〃 

第８週 〃 第８週 〃 

第９週 レポート作成法 第９週 システム評価方法 

第 10 週 〃 第 10 週 〃 

第 11 週 プレゼンテーション練習 第 11 週 評価実験 

第 12 週 〃 第 12 週 〃 

第 13 週 〃 第 13 週 データ処理法 

第 14 週 〃 第 14 週 〃 

第 15 週 〃 第 15 週 〃 

 
４．テキスト・参考文献 
  【テキスト】 
   講義の中で資料を配布する。 

【参考文献】 
   堂下 修司 他 「音声による人間と機械の対話」 オーム社 （4500 円） 

   田窪行則 他  「言語の科学２ 音声」     岩波書店 （3800 円） 

 
５．準備学習 
   自分の修士論文研究の進捗状況を説明できるようにしておくこと。 
 
６．成績評価の方法 
   レポート課題（50 点）発表内容（50 点）で評価する。 
  
７．履修の条件  

プログラミングの経験があることが望ましい。 

 
８．その他 
   特になし。 
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科 目 名 経営情報研究演習Ⅱ 担当教員：金城 亮 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：a.kinjo@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1203 科目名(英語) Seminar in Management and Information 

Sciences Ⅱ 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 2 通年 2 研 314 火曜 4 限・木曜 2 限 

 
１．授業の概要 
   本演習は産業・組織心理学分野の研究活動を行う演習である。当分野の研究演習Ⅰを履修済みであること

を前提としている。 本演習では研究演習Ⅰにおいて設定したテーマと予備分析に基づき、実証科学的アプ

ローチによってデータを収集・分析し、修士論文にまとめることを課題とする。また、研究成果について少

なくとも３回の報告発表（テーマ発表・中間発表・最終発表）を義務づける。 
 
２．到達目標 
 産業・組織心理学分野に独自の研究知見を提供しうる修士論文を執筆する。 
 
３．授業の計画と内容 
 
第 １ 週  研究計画①：研究テーマ          第１６週  結果の解釈・考察① 
第 ２ 週  研究計画②：研究の背景と目的       第１７週  結果の解釈・考察② 
第 ３ 週  研究計画③：仮説の設定          第１８週  修士論文まとめ 
第 ４ 週  研究計画④：研究方法（手続き）      第１９週  修士論文まとめ 
第 ５ 週  研究計画⑤：研究方法（要因計画／尺度）  第２０週  修士論文まとめ 
第 ６ 週  本実験／本調査実施           第２１週  修士論文まとめ 
第 ７ 週  本実験／本調査実施           第２２週  修士論文まとめ 
第 ８ 週  本実験／本調査実施           第２３週  今後の課題検討 
第 ９ 週  本実験／本調査実施           第２４週  今後の課題検討 
第１０週  データ入力・集計①             第２５週  修士論文提出 
第１１週  データ入力・集計②              第２６週  審査・報告会準備（要旨作成） 
第１２週  統計分析①                 第２７週  審査・報告会準備（プレゼン資料） 
第１３週  統計分析②                 第２８週  審査・報告会準備（プレゼン資料） 
第１４週  図表作成①                 第２９週  修士論文審査・報告会 
第１５週  図表作成②                 第３０週  総まとめ 

 
４．テキスト・参考文献 
  【テキスト】 
   研究テーマに応じて適宜指定 

【参考文献】 
   研究領域に応じて適宜指定 
 
５．準備学習 
   自身の研究テーマに沿った先行研究の収集、講読を十分に行うこと。 
 
６．成績評価の方法 
   ①ゼミ研究活動状況： ２０点 

   ②口頭発表報告：   ３０点 

   ③修士論文：     ５０点 

計       １００点  

 
７．履修の条件 
   経営情報研究演習Ⅰ（産業・組織心理学領域）の単位を修得済みであること。 
 
８．その他 
   演習生には、受動的な研究姿勢に留まることなく、自らの問題意識、研究テーマの解明に向けて主体的・ 
       積極的に取り組んでいただきたい。 
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科 目 名 経営情報研究演習Ⅱ 担当教員：仲尾次 洋子 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：y.nakaoji@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1093 科目名(英語) Seminar in Management and Information Ⅱ 

単位数 受講年次 開講学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 2 通年 若干名 研 302 火 1 限 ・金 1 限 

 
１．授業の概要 

本演習では、研究演習Ⅰで学んだ理論的枠組みをベースに修士論文を作成する。 
 
 
２．到達目標 
   修士論文について、明確なストーリーラインと客観的な裏付けに基づく結論を見出すこと。 
 
 
３．講義予定 
      前学期                      後学期 

第 １ 週  オリエンテーション        第 １ 週  論文再構成 
第 ２ 週  論文の進捗確認          第 ２ 週  論文作成 
第 ３ 週  論文作成             第 ３ 週    〃 
第 ４ 週    〃              第 ４ 週    〃  
第 ５ 週    〃              第 ５ 週    〃 
第 ６ 週    〃              第 ６ 週    〃 
第 ７ 週    〃              第 ７ 週    〃 
第 ８ 週    〃              第 ８ 週    〃 
第 ９ 週    〃              第 ９ 週    〃 
第１０週    〃              第 １０週    〃 
第１１週    〃              第 １１週    〃 
第１２週    〃              第 １２週  最終発表の準備 
第１３週  中間発表の準備          第 １３週    〃  
第１４週    〃              第 １４週    〃 
第１５週  前期の総括            第 １５週   総括 

 
 
４．テキスト・参考文献 
   適宜指示する。 
 
 
５．準備学習 
   研究計画に沿って毎回報告できる準備を行うこと。 
 
 
６．成績評価の方法 
      活動状況 ２０点 
   研究成果 ８０点 
 
 
７．履修の条件 
   原則として、経営情報研究演習Ⅰからの継続である。 
  
 
８．その他 
   特になし。 
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y.hayashi@meio-u.ac.jp 
0980-51-1094 ( ) 

Seminar in Management and Information sciences 

4 1  6 308 
11:00 12:00 
11:00 12:00 

80
20
100
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科 目 名 経営情報研究演習Ⅱ 担当教員：中里 収 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：s.nakazato@.meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1206 科目名(英語) Seminar in Management and Information 

Sciences Ⅱ 
単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

4 2 通年 2 研 312 
月曜日・金曜日 
3 限 (13:00 ~ 14:30) 

 
１．授業の概要 

本演習では，音声対話・表情・ジェスチャーといった、コミュニケーションに関する現象を扱う。 
コミュニケーションシステムの開発を題材にして，研究方法や論文執筆の手順を習得する。 

   前半はシステム設計，システム評価実験などの演習を行い、後半は修士論文の執筆法を演習する。 

 

２．到達目標 
音声対話研究の基礎知識を身に付ける。 

研究者に必要な技能を身に付ける。 

 
 
３．授業の計画と内容 
 

前学期  後学期  
第１週 オリエンテーション 第１週 オリエンテーション・研究計画 
第２週 システム設計法 第２週 論文執筆方法 
第３週    〃 第３週    〃 
第４週 プログラミング方法 第４週   〃 

第５週   〃 第５週   〃 

第６週   〃 第６週   〃 

第７週 システム評価 第７週   〃 

第８週   〃 第８週 プレゼンテーション 

第９週 実験計画法 第９週 論文執筆方法 

第 10 週  〃 第 10 週   〃 

第 11 週 評価実験 第 11 週   〃 

第 12 週  〃 第 12 週   〃 

第 13 週 データ処理法 第 13 週   〃 

第 14 週  〃 第 14 週 プレゼンテーション 

第 15 週  〃 第 15 週   〃 

 
４．テキスト・参考文献 
  【テキスト】 
   講義の中で資料を配布する． 

【参考文献】 
   堂下 修司 他 「音声による人間と機械の対話」 オーム社 （4500 円） 

   田窪行則 他  「言語の科学２ 音声」     岩波書店 （3800 円） 

 
５．準備学習 
   自分の修士論文研究の進捗状況を説明できるようにしておくこと。 
 
６．成績評価の方法 
   修士論文内容（80 点）口頭発表内容（20 点）で評価する。 
  
７．履修の条件  
   原則として経営情報研究演習Ⅰからの継続である。 

 
８．その他 
   特になし。 
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k.tanabe@meio-u.ac.jp 
0980-51-1202 ( ) Seminar in Management and Information 

Sciences 

4 2 2 307 3 3

1
1 2
2

1 1
2 2

1 3
2

1
2

20
60
20
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y.hayashi@meio-u.ac.jp 
0980-51-1094 ( ) Management Strategy 

2 1 2 6 308 3 2

2002 3,150
1985 8,190
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t.miyagi@meio-u.ac.jp 
0980-51-1083 ( ) Comparative Management 

2 1 2  2 3 204 14 50 16 30 
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1 
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20 3675
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s.miyahira@meio-u.ac.jp 
0980-51-1201 ( ) Advanced Course of Industrial Organization 

2 1 3 315 14 45 16 15 

4 (S-C-P )
 S-C-P

IT

(S-C-P )
S-C-P

S-C-P
S-C-P

S-C-P

IT

(2012 NTT ) 2,420
(1994 ) 3,850

/ / (2008 BP )
2,640

(2012 ) & 2,310
P / J (2017  NTT ) 2,540

(2019 ) 2,640
(2020 ) 2,970

(2013 ) 2 3,300
(2019 ) 2 3,520

(2011 ) 3 3,024
(2007 ) 5,940

(2005 ) 3,520

. 

2
70

30
100

2

( ) Microsoft
Teams
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科 目 名 小集団心理学特論 担当教員：金城 亮 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：a.kinjo@meio-u.ac.jp 
研究室電話番号：0980-51-1203 科目名(英語) Psychology of Small Groups 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

2 1・2 前期 6 研 314 火曜 4 限・木曜 2 限 
 
１．授業の概要 
   本特論では，集団，特に継続的な対面的相互作用のある「小集団」のダイナミックスに焦点をあてた議論

を展開する。講義計画の前半では，小集団のグループ・ダイナミックス研究において，重要な諸変数を扱っ

た研究事例をレヴューする。後半はクラスで選定したテーマに沿って，実際の研究計画を策定し，データ収

集ならびに統計分析を行なう。それらを通して，効果的な集団活動のあり方について検討する。 
 
２．到達目標 
   小集団心理学研究領域における基礎的研究事例を理解するとともに，そこで用いられた研究手法を活用 
       応用して実際の小集団過程に関するデータを収集し、分析・考察ができるようになる。 
 
３．授業の計画と内容 

第 １ 週 オリエンテーション：小集団研究の意義と目的 
第 ２ 週 小集団研究の方法 
第 ３ 週 研究事例検討Ⅰ  
第 ４ 週 研究事例検討Ⅱ 
第 ５ 週 研究事例検討Ⅲ   毎回、受講生各自が選んだ研究事例についてレジュメ作成と発表・討論 
第 ６ 週 研究事例検討Ⅳ 
第 ７ 週 研究事例検討Ⅴ 
第 ８ 週 課題演習Ⅰ：研究テーマの選定 
第 ９ 週 課題演習Ⅱ：研究計画 
第１０週 課題演習Ⅲ：研究手続きの検討，実施準備 
第１１週 データ収集Ⅰ（実験／調査／観察） 
第１２週 データ収集Ⅱ（実験／調査／観察） 
第１３週 データ集計と統計分析 
第１４週 考察，研究報告書作成 
第１５週 研究報告書提出・ディスカッション 

 
４．テキスト・参考文献 
  【テキスト】 
    斎藤勇 編（1987）『対人社会心理学重要研究集１－社会的勢力と集団組織の心理－』 誠信書房 
            釘原直樹 （2011）『グループ・ダイナミックス－集団と群衆の心理学－』 有斐閣 
        【参考文献】 
    A．Zander 著 黒川正流・金川智恵・坂田桐子 訳 1996 『集団を活かす』 北大路書房 
    その他，適宜指定 
 
５．準備学習 
   初回講義において分担する研究事例について、テキストのみならず第一次資料や関連文献にもあたり 
        つつ理解を深めて発表報告に臨むこと。 
 
６．成績評価の方法 
   ①研究事例報告における分担発表：３０点 

   ②課題研究における活動状況：  ２０点 

③研究報告書：         ５０点 

計            １００点  
  
７．履修の条件 
   特になし。 
 
８．その他 
   ・自主的・自立的な参加を求める。 
   ・演習課題は講義時間以外の時間も利用してデータ収集，分析を行なうことになる。他の受講生と協力 
    しながら共同研究を進めることのできる協調的な姿勢も要求される。 
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a.kinjo@meio-u.ac.jp 
0980-51-1203 ( ) Human Resource Management 

2 1 2 6 314 4 2
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k.tanabe@meio-u.ac.jp 
0980-51-1202 ( ) Advanced Lecture in Information Management Activities 

2 1 2 6 307  4  3

ICT

or

or

Built to Order
or

or

or

or

or

or

or

Radio Frequency IDentification
or
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or

or

or

1600 +

1600 +

or
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k.tanabe@meio-u.ac.jp 
0980-51-1202 ( ) Advanced Lecture in e-Business 

2 1 2 6 307 4 3

e- e-

ICT

e-

Operation Resource Management

Web 2400 +

The e-Business Revolution (2nd Edition), Daniel Amor 

1890 +
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s.nakazato@meio-u.ac.jp 
0980-51-1206 ( ) Information Interaction 

2 1 2 3 312 3  (13:00 ~ 14:30) 
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( ) Information Intelligence 

2 1 2 

Computational Intelligence

IT Text 
Amit Konar - Computational Intelligence: Principles, Techniques, and Applications (2005) 
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( ) Information and Telecommunication Technology 

2 1 

Theoretical and experimental design of telecommunication and data communication systems are 
discussed. Standards for systems and networks, and regulations governing various issues in 
telecommunication sectors are explained. Legal issues related to applications are also investigated. 

Introduction to data and communication systems
Standards and role of related organizations
Radio communication and spectrum 
Broadcast Communications
Broadcast Co 
Wireless Communications
Wireless Communications 
Modern Data Communications 
Modern Data Communications 2
Communication Industry Culture
Legal  issues 
ICT Industry and Market
Regulations in Telecommunication Sector 
Regulations in Telecommunication Sector 
ICT Assignment 

1 Com Master Advance, NTT communicationsNTT , 2013 
2 Computer Networks (5th Edition) by Andrew S. Tanenbaum and David J. Wetherall (2010)  
3 Data Communications and Networking , Behrouz Forouzan, McGraw-Hill 2012
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y.nakaoji@meio-u.ac.jp 
0980-51-1093 ( ) Advanced Accounting 

2 1 2 1 2 302 1 1

IFRS IFRS

Balance Sheet 
 Balance Sheet 
Income Statement 
Income Statement 

Cash Flow Statement
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yuki@cc.saga-u.ac.jp 

Marketing 

CCllaassss  ccoonntteenntt
SDG

CCllaassss  oobbjjeeccttiivveess

CCllaassss  sscchheedduullee  aanndd  ccoonntteenntt  

PEST C

STP

8
9
10
11
12
13
14
15
16

TTeexxttbbooookk RReeffeerreenncceess  
, , , 2021

PPrreelliimmiinnaarryy  iinnvveessttiiggaattiioonn  

AAsssseessssmmeenntt  

TTaakkiinngg  ccoouurrsseess  CCoonnddiittiioonnss  

NNoottee  
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